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第 41 回発展途上国研究奨励賞の表彰について

「発展途上国研究奨励賞」は，アジア経済研究所が 1980 年度に創設し，発展途上国・地域に関す

る社会科学およびその関連分野における研究水準の向上に資することを目的とし，この領域におけ

る優れた調査研究の業績を表彰しています。

選考および表彰の対象は，発展途上国・新興国または地域について，社会科学あるいはその関連

分野の観点から調査および分析した著作であり，かつ次の①あるいは②に該当するものです。個人

研究，共同研究ともに対象としています。

① 2018 年 10 月から 2019 年 9 月までに日本国内で公刊された日本語または英語による図書，雑

誌論文

② 2019 年に海外で公刊された英文図書のうち，執筆時，公刊時もしくは賞応募時点において日本

国内に所在する大学・研究機関等に在職していた研究者（国籍は問わない）によるもの

2020 年度は各方面から推薦された 37 点をまず所内研究者が審査し，選考委員による最終選考で

下記の 2作品が第 41 回受賞作に選ばれました。表彰式は 7月 1日にオンラインで行われました。

〈受 賞 作〉

『現代中国における「イスラーム復興」の民族誌―変貌するジャマーアの伝統秩序と民族自治―』
（明石書店）

澤
さわ

井
い

充
みつ

生
お
（東京都立大学人文社会学部助教）

『幸運を探すフィリピンの移民たち―冒険・犠牲・祝福の民族誌―』（明石書店）

細
ほそ

田
だ

尚
なお

美
み
（長崎大学多文化社会学部准教授）

〈選 考 委 員〉

委員長：田中明彦（政策研究大学院大学学長），委員：上田元（一橋大学大学院社会学研究科教授），

大塚啓二郎（アジア経済研究所上席主任調査研究員），栗田禎子（千葉大学文学部教授），

深尾京司（アジア経済研究所所長），藤田幸一（京都大学東南アジア地域研究研究所教授）

〈最終選考対象作品〉

最終選考の対象となった作品は受賞作のほか，次の 1点でした。

『知的所有権の人類学―現代インドの生物資源をめぐる科学と在来知―』（世界思想社）

著者：中
なか

空
ぞら

萌
もえ
（広島大学大学院人間社会科学研究科講師）

『アジア経済』LⅪ-3（2020.9）
ⓒ IDE-JETRO 2020

https://doi.org/10.24765/ajiakeizai.61.3_129
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澤井充生『現代中国における「イスラーム復興」の民族誌―変貌するジャマーアの伝統秩序と民族自治―』

上
うえ

田
だ

元
げん

本書は，2000 年代前半の中国・寧夏回族自治

区，銀川市でのフィールドワークに基づいて，

改革開放後に始まったムスリムの「共同体」秩

序の自発的な再構築，すなわちイスラーム復興

について論じ，漢人との混住化が進むなかでの

「自治」のあり方と，社会主義国家との関係を検

討した分厚い労作である。

著者は，再構築されたモスク（清真寺）とそ

のジャマーア（共同体）における派閥争いを描

き，指導者が党の指示を受けて組織した宗教団

体によって国家の宗教管理機構に組み込まれて

いることを示すとともに，党に対する人々の面

従腹背の姿を感じとる。文化変容については，

漢文化由来の儀礼を再イスラーム化しようとす

る試みの頓挫を指摘し，通婚や食生活にみられ

る漢化・世俗化の現状を明らかにした。そして，

イスラームを公認し統制する党と，宗教色を薄

めるムスリム共産党員や人々の姿を描くと同時

に，文革「殉教者」の一生と改革開放後の名誉

回復を紹介しつつ，それが今でも人々が公に語

るのをはばかる話題であることに触れている。

十分には研究されていない中国ムスリムにつ

いて，困難な現地調査を通して非常に貴重な情

報を集め，それを慎重に考察したことが本書の

優れた特徴であり，高く評価できる。それは歴

史的背景を踏まえつつ，寧夏ムスリムの信仰・

儀礼・文化に現れる共同体秩序の再構築と変化

を活写する豊かな民族誌であり，中国の少数民

族政策・イスラーム政策論としても詳しい記述

を含んでいる。先行研究，とくに共同体論争，

中国社会の結合原理に関する研究，「民族区域

自治」論，そして中国ムスリム民族誌研究の説

明にも多くが割かれており，本書の意義を複眼

的に示している。

中国社会を二者間関係の連鎖とみる「関係主

義」モデルは，対象としたジャマーアのあり方を

考察する上でも有効である。これは本書の中心的

な論点のひとつだが，この二者間関係への注目は，

著者がこの国でイスラームをテーマにして民族

誌的フィールドワークを行う際に選ぶことのでき

た，ほぼ唯一の方法なのかもしれない。それが調

査の範囲と考察にどう影響しているのか，議論が

あればよかった。また，本事例を中国における他

宗教の国家－社会関係と比較し，世界各地のイ

スラーム復興運動と関連させる研究枠組みを示

していれば，より刺激的な著作となったであろう。

そして，調査終了後の経済・観光開発のなかで銀

川市がイスラーム色を深め，かつ党による宗教統

制も強まったという著者の印象について，本書の

知見を敷衍すると何がいえるのか，解説があれば

大いに参考となったはずである。

もっとも，これらの点によって本書の学術的

な価値が損なわれるわけではない。本書は中国

におけるイスラーム復興の実態解明について重

要な貢献をなすものであり，本賞に値する傑出

した力作であると評価できる。

（一橋大学大学院社会学研究科教授）
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このたび，第 41 回発展途上国研究奨励賞を
いただけることになり，身に余る光栄に存じま
す。選考委員の先生方，本書出版に関わった数
多くの皆様に心よりお礼申し上げます。
本書は，現代中国における「イスラーム復興」

の実態を 2000 年代初頭に寧夏回族自治区で実
施したフィールドワークにもとづいて記述した
民族誌です。研究対象の回族は中華世界に誕生
した少数民族ですが，外来ムスリムを祖先とし，
清真寺（モスク）を中心に独自の「コミュニティ」
を形成してきました。このような「コミュニ
ティ」は中国西北ではジャマーアと呼ばれてい
ます。
本書では，改革開放期に発生した「イスラーム
復興」に注目し，ジャマーアの伝統秩序（結合原
理）をミクロな視点から観察し，また，中国共産
党・政府とジャマーアとの力関係（自治のあり方）
の意味を読み解くことによって，現代中国の「周
縁」に位置する少数民族の生活世界をどのよう
に捉えるべきなのかを検討しました。
本書には二つの視座があります。第一の視座は，

人類学や社会学の共同体理論の動向，中国研究
における共同体論争の議論をふまえ，ジャマーア
の伝統秩序（結合原理）の特徴を解明するもので
す。従来の共同体理論では中国人社会は個人主
義か集団主義かといった議論・論争がありました
が，そのどちらでもない「関係主義」に着目し，実
は，ジャマーアが固定的で持続的な「コミュニ
ティ」というよりむしろ「関係（guanxi）」の集合体
であることを明らかにしました。
第二の視座として，中国の自治（特に少数民

族の自治）に関する議論を参照し，ジャマーア
の自治の可能性を論じました。現代中国におけ
る少数民族の自治に関しては政治学，歴史学な

どで議論されてきましたが，本書では中国の学
術界で提示された「共治」という新しい視点お
よびそれをめぐる議論に注目しました。日本国
内では加々美光行先生や楊海英先生がすでに指
摘なさっているのですが，「共治」は中国共産党
が法的に保障した「民族区域自治」という優遇
政策を実質的には無化しかねない，極端な考え
方です。本書ではその限界を指摘し，清水盛光
先生がかつて提唱した「村落自治の二重性」に
注目し，自治概念の有用性を議論しました。
近年，新疆問題が世界的に注目されているよ
うに，中国国内のイスラーム界はディストピア
化しつつあります。本書の民族誌的資料は現時
点では最新のものとは言えませんが，「イスラー
ム復興」の実態をミクロな視点から解明できた
ことに価値があるのかもしれません。現在，中
国調査が困難な状況下にあるからこそ，本書の
意義や価値が高く評価されたことは非常に光栄
なことですし，また，今後の研究活動にとって
大きな励みとなります。

略歴
1971 年 京都府生まれ。神戸市外国語大学卒

業，東京都立大学大学院にて博士号
（社会人類学）取得。

2005 年 東京都立大学助手着任，現在に至る。

主要著作
『日本の皇民化政策と対日ムスリム協力者の記
憶―植民地経験の多声的民族誌―』首都
大学東京，2020 年。

「現代中国の回族社会における屠畜の周縁化
―動物供儀と殺生忌避の事例分析から
―」『日本中東学会年報』35 巻 2 号，2020 年。
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細田尚美『幸運を探すフィリピンの移民たち―冒険・犠牲・祝福の民族誌―』

藤
ふじ

田
た

幸
こう

一
いち

本書は，移民大国フィリピンのサマール島西

岸にあるパト村（仮名）とおもな移住先マニラ

の「分村」において，2000～2017 年に行われた

フィールドワークに基づく人々の移動に関する

民族誌である。オーストラリアなど先進国や中

東湾岸諸国への移住者にも光があてられている。

移動は，基本的には経済的動機によるもので

あろう。しかし，それだけに注目していては，移

民の生きる世界の様々な側面（理念，情動，他

者との関係，日常のふるまい等）を見落としてし

まうと，著者は主張する。本書は，人々の移動

を通して，サマール島を含むフィリピンの低地

キリスト教社会の理解をめざしたものである。

全体を貫くキーワードはサパララン（幸運探し）

という現地語であるが，その他にも，人々が移

動に関連して語るローカルな概念や実践に徹底

的にこだわることによって，移民たちの観点か

らみた移動を描いた点に，最大の特長がある。

特に強調される点は，カトリック教徒としての

移民と神との関係であり，移動に伴う苦難はサク

リピショ（犠牲）として観念され，犠牲を厭わな

い姿が認められたなら，神から祝福（成功）があ

るかも知れないという考え方である。宗教を基

盤にした移民と人々との複雑な関係は，幸運を

得た者がフィエスタの帰省時に大盤振る舞いを

し，故地の人々からブオタンとして賞賛を受ける

場面で頂点に達する。ただし，一方では，移住先

で新たな社会関係を築き，故地との関係をなくす

人々もおり，またブオタンもときに後発の移住者

をあえて援助せず，その自立を促すなど，微妙な

バランスを操れることがその要諦とされる。

本書の構成は実に巧妙で，以上のような移動

と移動者の様々な側面を，流れるように無理な

く活写していく。フィールドワークから得られ

た様々な具体的情報をうまく配置させた高度な

技法は，特筆に値する。

ただし，本書が明らかにした移民の行動は，

少なくとも表面上は，どの社会にも一定程度，

あてはまる普遍性をもつものではないかという

感想をもつ。すなわち，故地への「還元」とい

う面も含め，経済学でも解釈は十分に可能（「味

気ない」ものとなるだろうという予感は差し置

くとして）かも知れない。

国外にいるフィリピン人移民は，カトリック

教会に通い，教会を中心に社会関係を構築して

いく点に大きな特徴があると著者は指摘する。

カトリックの規定性は，他の宗教の信徒，ある

いは経済学者が思いもよらないような移民の行

動を生んでいるのかどうか。こうした点は，た

とえば，海外移住先でフィリピン人移民と他国

（地域）からの移民を比較する作業を通じて，明

らかにできるかも知れない。

世界の移民に関する研究全体のなかで，本書

の知見がどう位置づけられるのか，著者の今後

の研究の深化を期待したいと思うのは，おそら

く評者だけではなかろう。

（京都大学東南アジア地域研究研究所教授）
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このたびは，歴史ある大変名誉なジェトロ・
アジア経済研究所「発展途上国研究奨励賞」を
いただき，誠に光栄に存じます。
私は，世界各地に働きに出ているフィリピン

の人たちの「移動すること」に対する思いをよ
り深く知りたいという気持ちから博士課程での
研究を始め，それが本書の基

もと

となりました。
フィリピンの移民現象は経済格差，強固な家族
ネットワーク，高い英語力などといった要因で
説明される傾向があります。そうした外から見
て分かりやすい要因だけでなく，かれらを外界
へと突き動かす，地域の文化的な原動力のよう
なものがあれば，それは何かという視点に立っ
て，フィリピン移民の生きる日常の世界を探っ
ていきました。そうしているうちに，ひとつの
捉え方として，かれらは，本書のタイトルになっ
ている「幸運」を探しているのではないかとい
う考えが浮びました。
本書ではこの考えを軸に，フィリピン中部の
サマール島にある一農漁村とその村のマニラ分
村を主たるフィールドとして，地域の歴史，生
業，空間認識，ライフコース，信仰実践，親族
関係，世代や階層の差などの側面と，それらが
相互に関連している様子を描きました。特に強
調したかったのは，幸運が神からの祝福だとさ
れ，単純に倹約，勤勉，計画に基づいた結果の
ようには語られない点です。幸運を引き寄せ願
いを成就するには，周囲の苦しむ人のために自
分が払う行為や物である犠牲が必要で，その結
果，神から祝福がもたらされることになります。
その一方，成功した移民たちは，祝福が分け与
えられるだろうと期待する近しい人たちとの間
でどのようにふるまうかに悩み，様々なロジッ
クを用いて関係を調整します。
国境を越える人の動きは年々加速し，それは
ポストコロナの時代になってもおそらく消えて

いくことはないでしょう。「幸運探し」のよう
な考えが新天地を目指す動きと強く結びつく現
象は，世界の他の地域でも見られることと思い
ます。本書が「移民」と称される人たちの多様
なつながりや思いを想像するひとつのきっかけ
になれば幸いです。
本書を発展途上国研究奨励賞に選んでくだ
さった選考委員の皆様，ならびに関係者の皆様，
ありがとうございました。さらに本書が出版さ
れるまでの長い間，辛抱強くお力添えをくだ
さったすべての方々に心より感謝申し上げます。
本書に関する研究は緒に就いたばかりですが，
このたびの受賞を励みとし，今後も地域研究や
移民研究に邁進してまいります。

略歴
1991 年 上智大学比較文化学部卒業

カナダ・クィーンズ大学大学院にて修
士号取得，日刊マニラ新聞記者，日本
学術振興会特別研究員を経て，

2007 年 京都大学大学院アジア・アフリカ地域
研究研究科より博士号取得
香川大学インターナショナルオフィ
ス講師，京都大学大学院アジア・アフ
リカ地域研究研究科助教を経て，

2019 年 4 月より 長崎大学多文化社会学部准
教授

主要著作
Connected through “Luck”: Samarnon
Migrants in Metro Manila and the Home
Village, Philippine Studies, 56(3), 2008.

『湾岸アラブ諸国の移民労働者―「多外国人
国家」の出現と生活実態―』明石書店，
2014 年（編著）。

133



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


